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健
康
相
談

日
時　

６
月
２
日(

金)

午

後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

保
健
・
福
祉
合
同

庁
舎

内
容　

血
圧
や
体
格(

体

重
・
体
脂
肪
率
、
体
内
年

齢)

な
ど
の
測
定
、
尿
検
査

※

禁
煙
相
談
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
栄
養
相
談
は
、
保
健

師
や
管
理
栄
養
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す(

要
申
込)

。

申
込
・
問
合
せ
先　

健
康
推

進
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
０
９
１

　

離
乳
食
講
習
会

　

保
育
士
・
看
護
師
に
よ
る

保
育
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日(

金)

午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

保
健
・
福
祉
合
同
庁

舎
３
階(

受
付
２
階)

対
象　

生
後
５
～
８
カ
月
頃

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

(

対
象
児
に
は
保
育
あ
り
、

保
護
者
の
み
の
参
加
可)

定
員　

10
組(

要
申
込
、
定

員
に
な
り
次
第
締
切)

参
加
費　

２
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
先　

健
康
推

進
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
０
０
０

犬
・
猫
へ
の
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
装
着

◆
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
の

義
務
化

　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、

令
和
４
年
６
月
か
ら
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
や
ブ
リ
ー
ダ
ー
な

ど
の
犬
猫
販
売
事
業
者
は
、

販
売
前
に
犬
・
猫
へ
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
、
環
境

大
臣
が
指
定
す
る
指
定
登
録

機
関
に
登
録
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
・

登
録
す
る
こ
と
で
、
災
害
、
事

故
な
ど
で
離
れ
ば
な
れ
と
な
っ

て
も
、
飼
い
主
の
元
に
帰
っ
て

く
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
だ
装
着
さ
れ
て
い
な
い
飼
い

主
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病

院
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
飼
い
犬
登
録
手
続
き
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

　

４
月
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
装
着
し
た
飼
い
犬
を
指
定

登
録
機
関
に
登
録
す
る
と
犬
監

札
代
わ
り
と
な
り
、
市
へ
の
申

請
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を

装
着
し
て
い
な
い
場
合
や
指
定

登
録
機
関
へ
登
録
し
て
い
な
い

場
合
は
、
従
来
ど
お
り
市
へ
の

飼
い
犬
登
録
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

健
康
推
進
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
４
１
０

５
月
は
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

依
存
症
問
題
啓
発
月
間
」

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
と
は
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
に
の
め
り
込

む
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
や
社

会
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

状
態
を
い
い
「
本
人
の
意
思
」

や
「
性
格
」
は
関
係
な
く
、
誰

で
も
依
存
症
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
等
依
存
症
問
題
」
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め

て
み
ま
せ
ん

か
？

　

詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

大
阪
府
地
域
保
健

課
☎
06
・
６
９
４
４
・
７
５
２

４

高齢者のメンタルヘルス高齢者のメンタルヘルス 問合せ先　貝塚市医師会
　　　　　☎072－423－4130

　2022年に65歳以上の高齢者は、日本では総人口の29.1％になりました。
世界第２位のイタリアは24.1％です。今後も日本は総人口が徐々に減少
し、高齢者の割合は増加するようです。また80歳以上の人口も増加してお
り9.9％になっています。今後ますます高齢者が健康に過ごせる社会が必
要となってきます。
　一般的に高齢になると身体の衰えや退職、子どもの自立による役割の縮
小、離別・死別による身近な人間関係が乏しくなるなどの喪失が多くな
り、心配不安などメンタル不調に傾きやすいと言えます。意欲の低下や憂
うつな気分となるうつ病は、高齢者ではイライラしたり落ち着かない焦燥
感や体の症状をいろいろと訴えることや、不安や心配が目立つこともあり
ます。また病気が回復した後でも、ぼんやりしていたり、じっとして活動
が少ないことが続く時には、軽い意識障害であるせん妄があるかもしれま
せん。物忘れのみられる認知症もはじめは不安を訴えたり、抑うつ、活動
の低下がみられたりします。
　元気がない、ぼんやりしているなどいつもと様子が違うことが続くとき
には、治療で回復できるものかもしれませんので、気軽に医療機関に相談
してください。

ほっほっスピタル・かいづか 
(59) チーム医療と地域包括ケアシステムの推進に向けて

 市立貝塚病院では、がんの診断から治療、緩和ケアまでを担う大阪府の
がん診療拠点病院として、がんのトータルケアを担っています。特に婦
人科がんや乳がんなど女性特有のがん診療において、高度かつ先進的な
医療を提供できるよう「チーム医療」を推進しています。チーム医療と
は、医師だけではなく看護師(※)や多職種が、患者さんを中心として、
それぞれの専門性をもとに高い知識と技術を発揮し、かつ協働して、そ
の人らしい生活を実現するための医療です。
　また、国が推進する地域包括ケアシステム構築にも取り組んでいま
す。限られた医療資源を地域全体で活用するため、令和３年４月には
「つなげて・支えよう貝塚コスモスの会」を発足。近隣の病院・訪問看
護ステーション・ケアプランセンター・施設・医療介護院などの看護管
理者との定例会を月次で開催し、顔の見える関係を構築しました。各施
設における課題や解決策を検討・共有することで、利用者やそのご家族
の利益を追求しています。医師だけではなく多職種によるチーム医療が
必須であること、また病院だけで完結するのではなく、地域全体におい
ても患者さんの背景を理解しつつ、様々な関係機関が連携し、安心して
暮らせることを目指すべきと考えています。
　地域の中核病院として急性期医療を担いつつ、ときには関係機関の調
整役として、今後も当院の役割を果たすことに邁進していきます。
※現在当院では約250人の看護職員(非常勤含む)がおり、うち15人が専
門・認定・特定看護師として勤務しています。院内で組織されたがんサ
ポートチームはじめ、認知症ケア・褥瘡(じょくそう)対策・感染対策・
排尿ケア・糖尿病サポート・栄養サポート・術後疼痛管理などの領域で
活躍しています。相談窓口も設けていますのでぜひご利用ください。

副院長兼看護局長　西野万寿子

問合せ先　貝塚病院☎072－422－5865

住
宅
防
火 

い
の
ち
を

守
る 

10
の
ポ
イ
ン
ト

４
つ
の
習
慣

　

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
に
、
次
の
４
つ
の
習
慣

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し

な
い
、
さ
せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火

の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を

清
掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ

は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

　

万
一
火
災
が
発
生
し
て
も
、

被
害
を
抑
え
人
命
を
守
る
た

め
に
、
日
頃
か
ら
６
つ
の
対

策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な

ど
は
安
全
装
置
の
付
い
た
機
器

を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期

発
見
の
た
め
に

住
宅
用
火
災
警

報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、
10

年
を
目
安
に
交

換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
・

衣
類
・
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
保
し
備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
や

戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域

ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

問
合
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
７
２
・
４
２
２
・
９
２
０
３

応
急
手
当
を
学
び
ま

せ
ん
か
？

　

私
た
ち
は
、
い
つ
ど
こ
で

ケ
ガ
を
し
た
り
、
病
気
に

な
っ
た
り
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

大
切
な
家
族
や
友
人
が
突

然
倒
れ
た
り
ケ
ガ
を
し
た
時
、

落
ち
着
い
て
適
切
な
応
急
手

当
が
で
き
ま
す
か
？
心
臓
や

呼
吸
停
止
の
場
合
、
応
急
手

当
は
１
秒
を
争
い
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、

応
急
手
当
の
方
法
を
学
び
ま

し
ょ
う
。
原
則
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
の
か
た
を
対
象
に

応
急
手
当
講
習
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

消
防
本
部
警
備

課
☎
０
７
２
・
４
２
２
・
９

２
０
２

三館等合同施設整備事業基本計画書(案)
パブリックコメント

　ひと・ふれあいセンター、やすらぎ老人福祉センター、青少年人

権教育交流館の三館と東共同浴場の各施設を合築する三館等合同施

設整備事業を進めています。この基本計画案について市民のみなさ

まからご意見を募集するパブリックコメントを実施します。ご意見

は、個人情報を除きホームページなどで公表することがあります。

閲覧・募集期間　５月19日(金)～６月９日(金)

閲覧場所　ひと・ふれあいセンター(日曜除く)、山手・浜手地区公

民館(水曜除く)、市ホームページ

※視覚障害があるかたは、お問合せください。

提出方法　住所・氏名・電話番号・意見を記入し(自由様式)、郵送

(消印有効)・ファックス・メール・持参で

◆意見交換会(申込不要)

日時・場所　①５月23日(火)午後７時～８時：ひと・ふれあいセン

ター②６月４日(日)午前10時～11時：青少年センター講座室

提出・問合せ先　〒597-0083　海塚22-１　ひと・ふれあいセンター

☎072－422－7523、FAX072－433－4604

Ｅメールhitofureai@city.kaizuka.lg.jp

募集

ホームページ

犬やネコなどペットのフンのあと始末は、飼い主が責任を持って行いましょう！


